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ポルフィリン化合物の超分子構造の解明

micrOTOF

ポルフィリン二量体構造の組成と一致する質量スペクトルを得た．他のキャラクタリゼーションと合わせて二量体構造を明らかにした（J.

Otsuki, K. Sato, K. Sugawa, Eur. J. Inorg. Chem. 2024 27, e202400188)．コバルト錯体については想定構造と一致するスペクトルを得た

（J. Otsuki, Y. Kobayashi1, T. Torisawa, T. Furuhashi, Y. Shinozaki, K. Sugawa, Y. Kojima, H. Yoshikawa, A. Tsukamoto, M. Tadokoro,

Chem. Lett. 2024, 53, upae180.
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R6-B19

触媒，ホスト化合物，センサー等のプラットホームとなりうる，ポルフィリン化合物を組立てる方法を提供する．
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